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対 象 企業・国・団体 個人 地域































































第Ⅰ期改訂 生産技術 科学技術を重視する教育の時代 産業との関わりを教育する
1968～1970
第Ⅱ期改訂 生産技術 生産技術を重視する時代
製図・木材加工・金属加工・機械・電気・栽
培の 6領域を系統的・構造的に構成する
1977～1978
第Ⅲ期改訂 生活技術 男女が両分野を学ぶ時代
家庭生活や生活技術を深めるための項目を重
視
1985～1989
第Ⅳ期改訂 生活技術
ものづくりと生活技術を重視する時
代 情報基礎の導入
1998～1999
第Ⅴ期改訂 生活技術
ものづくりと問題解決能力を重視す
る時代
情報基礎の必修化，そして情報とコンピュー
タへの改訂
2008～2009
第Ⅵ期改訂 生活技術
生活に役立つ技術とものつくりの育
成を図る教育を重視する時代
高校へ移動した教科内容の中学への移動や知
識の充実，バランスの良い実践力を養うカリ
キュラム
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考えられる。そこで，技術・家庭科の発足当時から
技術科教育に携わっていた元全日本中学校技術・家
庭科研究会会長の木崎康男による「技術・家庭科教
育の回顧と展望」（1994）31）により，技術科教育の
本質を読み解くことができる。
　木崎は，技術分野の教育観として創造性と意欲を
重視している。創造性を養うには，その基盤となる
知識，技術，分析力，表現力，洞察力，想像力，直
感力及び収束思考の能力等を養う必要がある。これ
らの能力は従来の教科である国語，社会，数学など
と違った性質を持つ目標であることを認識する必要
があると考えられる。すなわち，技術分野は知識や
技能の習得にとどまらず，創造性や意欲といった五
感に働きかけ，数値だけでは計ることが難しい能力
を養う可能性を意味している。このことは，物事を
分析することから統合する能力へ，そのためには個
別的な能力を総合的に働かせるメタ認知的な能力
（技術的な「見方・考え方」）の育成の可能性を示唆
していると言える。
　次に，技術科教育と他教科との関連について，あ
る理論を一定の行動的作業によって一つの形に表さ
なければならないようなものは，その行動的作業を
含まなければ技術とは言えないということである。
理科は科学教育であるが，科学技術教育ではなく，
技術分野の教育は技術科教育であるが科学教育では
ない。つまり，理科教育と技術科教育とは近い関係
にあるものの，理科教育には理科教育の，技術科教
育には技術科教育のそれぞれ固有の役割がある。そ
して，技術科教育では，知識のみならず行動的作業
が含まれると示唆している31）。
　つまり，頭脳労働に限定して完結するような学習
過程ではなく，実践的学習からしか得られない能力
を育成する教科であると示していると考えられる。
　以上の事柄をまとめると，
　①時代とともに変化する柔軟な視点，
　②時代が変化しても変わらない視点，
　③生産者・消費者に立った視点，
　④経済的な視点，
　⑤環境・安全の視点
　⑥ 21世紀型能力（キーコンピテンシー）の育成
の視点，
　⑦技術の将来を推測するイノベーション力（新し
い技術・未来の技術）の育成の視点，
　⑧五感に働きかける実践的学習の視点，
　⑨数値で測ることのできない能力を伸ばす視点，
という知見を得ることができる。
　学習指導要領の各時期の改訂とこれらの知見によ
り，技術的な「見方・考え方」について，以下の 4
点が提案できる。
　 1．「創造性」：学習者が，人工物のあるべき姿の
価値を創出する。
　 2．「実践的態度」：その価値の実現のために科学
的な知識（見方や考え方）や数学的な技術や
技法（見方や考え方）を総合して，外部に働
きかける。
　 3．「創意工夫」：働きかけた結果を再び振り返り
ながらする工夫する（思考の外化）。
　 4．「問題解決」：実践的態度を通した問題解決。
　以上のような，技術分野の指導に一貫してみられ
る技術的な「見方・考え方」が，第Ⅰ期の改訂以降
の「見方・考え方」である。
４．数学科，理科，及び技術・家庭科技術
分野の「見方・考え方」から情報教育
への知見
　各学習指導要領の改訂における各教科の「見方・
考え方」についてそれぞれ整理する。
　数学科教育における数学的な「見方・考え方」は，
・数学科の目的を論じる際の重要な意味と概念を持
つこと
・戦後の学習指導要領の変遷で教科の目標の中に繰
り返し出現すること
・社会的要請や学習観と連動していること
・算数・数学科教育界では一定の合意が形成されて
いること
・具体化に関しては幾つかの考え方が提案されてい
ること
の 5点に整理できる。
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　理科教育における科学的な「見方・考え方」は，
・科学に関する基本的な見方や概念の一層の定着
・科学的な思考力・表現力の育成
・科学への関心と学ぶ意識や有用性を実感させる
・科学的な体験と自然体験の充実を図る
・実証性，再現性，客観性を兼ね備えていること
・これら 5項目は，問題解決の活動によって身に付
ける方法や手続きとその方法や手続きによって得
られた結果及び概念を包含するものである
の 6点に整理できる。
　技術科教育における，技術的な「見方・考え方」は，
・人工物のあるべき姿の価値を創り出す「創造性」
・価値の実現に向け外部に働きかける「実践的態度」
・働きかけた結果を繰り返し工夫する「創意工夫」
・実践的態度を通した「問題解決力」
の 4点に整理できる。
　このように，各教科はいずれも育成を目指す教科
固有の「見方・考え方」を持つとともに，各教科と
もに一定の合意がとれていることが明らかになっ
た。
5．まとめ
　本研究は，学習指導要領の改訂に即して情報教育
の「見方・考え方」への知見を得ることを目的に，
各教科の「見方・考え方」を整理し，情報教育への
新たな知見を得るための検討を行った。その結果，
以下の 5点が見出された。
　まず，1つ目は，各教科の「見方・考え方」は，
教科の目的や目標を論じるときに重要な意味と概念
を提供していることである。数学教育における「見
方・考え方」は，教科の本質や構造に根ざした形式
陶冶的な学びであり，理科教育は，我が国の科学教
育の充実に文部科学省を中心に進めるという社会的
な動きにより，科学教育という教科固有の「見方・
考え方」となっている。
　2つ目は，各教科における「見方・考え方」は，
各教科の学習内容を通して獲得される固有の「見
方・考え方」を主張していることである。このこと
は，汎用的スキルに繋がるものも当然存在するが，
教科の枠を超えた汎用的能力を追及しているわけで
はない。
　3つ目は，各教科における「見方・考え方」は，
各教科の独自性，普遍性を持っていることである。
つまり，他の教科では得られない排他的なスキル
（資質・能力）を主張しているとも考えらえる。こ
れらのスキルは，結果として汎用的スキルへ繋がる
ものも含まれるが，社会の変化に柔軟に対応しつつ，
児童生徒の発達段階に応じた教科独自の目標であり，
学問に裏打ちされた強固な基盤と学問の体系化があ
ると考えられる。
　4つ目は，数学科や理科では「見方・考え方」に
ついては一定の合意が形成されていることである。
このことについては，1つ目で述べた各教科固有の
「見方・考え方」がそれぞれの教科の意味や概念を
提供し，この様な意味での合意形成といえる。
　5つ目は，技術科では，技術的な「見方・考え方」
について，学習指導要領に記載される段階には至っ
ていな。しかし，「創造性」「実践的態度」「創意工夫」
「問題解決」という 4点が提案でき，各学会等での「見
方・考え方」の議論が展開されようとしている。
　以上，情報教育に関わる知見として 5点に整理し
た。今後の情報教育が育成を目指す情報的な「見方・
考え方」を検討する上で，「見方・考え方」の意味と
概念，教科固有の主張する「見方・考え方」，教科の
普遍性，そして教科における合意形成をどのように
図っていくかが重要であると考える。このように，
共通教科情報科においても，各教科が位置付けてい
る，各教科固有の「見方・考え方」を構築することが，
教科指導の必要性・重要性をより一層明確にするた
めに急務であると考える。そのためにも，学会等で
の提案と議論を通して，この分野における合意形成
が待たれる32～35）。
　ただし，本研究は各教科の「見方・考え方」を学
習指導要領の改訂に沿って検討したもので，社会の
動きに併せた検討や，各教科の専門的な立場と情報
教育との比較については充分な精査をしていない。
また，現在次期学習指導要領の改訂に向け，各教科
の「見方・考え方」及び，技術科についても初めて
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この考えで検討され始めている。
　このような視点に立った他教科との比較での情報
教育における情報的な「見方・考え方」の提案につ
いては今後の課題とする。
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